
有 機 フッ素 化 合 物 の規 制  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共用水域や地下水で目標値等を超えて検出が確認された場合は、「対応の手引き」を参考にする。 
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【 世 界 の 動 向 】 

ス ト ッ ク ホ ル ム 条 約 （ PO P s ） 

2009.5 PFOS 製造・輸出・使用制限 

2019.5 PFOA 製造・輸出・使用禁止 

【 国 内 の 動 向 】 
化学物質の審査及び製造等の規制に関する
法律」（化審法） 

2010.4 PFOS 製造・輸入禁止、使用制限  
2021.10 PFOA 製造・輸入禁止、使用制限  
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【 水道 法  (厚 生労 働省 ) 】  
2020.4 水質管理目標設定項目に指定  

 

   

       目標値 50ng/L 以下（暫定）  

 

【 環境 基 本 法  (環 境 省 ) 】  
2020.5 要監視項目に指定 

 

 

指針値 50ng/L 以下（暫定） 

 

令和２年４月１日 水道法関連法令 水質管理目標設定項目 に位置付け、目標値を 50 ng/Ｌ 以下（暫定）に設定  

５月 28 日 環境基本法 環境基準の要監視項目に位置づけ、指針値を 50 ng/Ｌ 以下（暫定）に設定 

R2６月２日 「PFOS 及び PFOA に関する対応の手引き」（環境省、厚生労働省より） 

 

厚生労働省・環境省 

 監視区分の強化 

有機フッ素化合物 

基準超過時は、直ち
に改善措置の実施 

水質管理上 
留意すること 

評価値が暫定であったり、検出レベルは高

くないものの水質管理上留意すべき項目 

人の健康保護に関連する物質であるが、直ちに  
環境基準とするのでなく、引き続き知見の集積に 
努めるべきもの （測定義務なし） 

 

  

出典：環境省 中央環境審議会第 30 回総会（令和５年２月１４日） “資料３ 当面の諸課題について”シート 23 より 

 

  

食品安全衛生委員会は、国民の健康保護を最優先として、食品の安全性を確保するための 

リスク評価や、リスクコミュニケーションに取り組む内閣府に設置された委員会です。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

有機フッ素化合物については、集中的に調査・審議が必要なことから、食品安全委員会にワーキンググループを 

令和５年２月 7 日に設置して科学的知見に基づく評価書の作成に着手した。 

グループ会議 ・第１回 令和５年２月２７日  ・ 第２回 令和５年５月２６日 出典：内閣府 食品安全委員会ホームページ 

資 料 ３ 

環境省専門家会議 その後の経過 
 
現在も合同会議により、有機フッ素化合物の対応の在り方について、専門家による協議が続いている。 

 
 

② ＰＦＡＳに対する総合戦略検討専門家会議 

第２回 令和５年３月 28 日 

 ・PFOS 及び PFOA の対応の在り方について 
 ・国民への情報発信及びリスクコミュニケーション 

のあり方について 
 ・PFOS、PFOA 以外の PFAS の対応の在り方について 

第３回 令和５年６月 15 日 

 ・国民への情報発信及びリスクコミュニケーション 
のあり方について （Ｑ ＆ Ａ の提案） 

 ・PFAS に対する対応の在り方について 

① ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡに係る水質の目標値等の専門家会議 

第２回 令和５年６月 16 日 

・PFOS、PFOA に関する国内外の動向 

⇒引き続き PFOS 及び PFOA の取扱いを検討する。 

⇒総 PFAS（仮称）は PFAS 総合戦略会議と連携を図る。 

最 新 の 国 の 動 向 
 

〇水道に関する水質基準の策定等、水質又は公衆に関する水道行政に関する事務について、厚生労働大臣から環境
大臣に移管し、水質や衛生面での機能強化を図る。         ［環境省 第 135 回 科学技術部会（R5.5.19）］ 

 
〇全国各地で有機フッ素化合物（PFAS）による水質汚染により、水・水道の安全性に懸念の声があることを踏まえ、

PFAS については、国内外の科学的知見も収集し、その結果を踏まえつつ、水道水質基準にすることも含め、 
必要な検討を行うこと。        ［参議院厚生労働委員会（R5.5.18）水道行政移管に伴う整備法の付帯決議］ 

 
〇環境省は、発がん性が懸念される化学物質(PFAS)を含む泡消火薬剤の在庫管理を強化する方針 

・自治体が商用ビルや駐車場に多く残っている泡消火設備の在庫量などを正確に把握できる仕組みを検討 
・安全な薬剤への切り替え促進策や適切な廃棄方法なども有識者会議で議論し、手引きとしてまとめる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

２

３

４


